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ニューズレターは同窓会情

報誌 「きずな」 のダイジェ

スト版であります。「きずな」

本誌は年会費納入者に年

３回、 お届けし、 大学の

最新情報、 同窓会の活動

状況を皆様にお伝えしてお

ります。 母校愛が蘇ってま

いります。

お申込み ・ 問い合わせは、

同窓会事務室および Web

サイトにて承っております。

同窓会ニューズレターや

「きずな」の紹介記事、イ

ベント、連絡事項は同窓

会Ｗeb サイトに掲載され

ています。

[ 同窓会 Web サイト ]

http://www.all-cuc.org/

［Facebook ページ］

ID ： cuc.kizuna

[TEL&FAX]

　047-371-2665

[E-mail]

　salon@all-cuc.org

☆ご意見、 ご要望を

お聞かせください☆

母校の新しい取り組みを応援しよう
   

  　　　　　　現在、 18 歳人口は緩やかではあるが減少傾向にあり、 これが 2018 年を過ぎる

　　　　　　　　　　　　　　　　　と一段と減少ペースが早まり、 大学を取り巻く環境はますます厳しいものとなりま　

　　　　　　　　　　　　　　　　　す。 また、 我々の身のまわりの環境も、 あの高度成長期に、 一気に整備された

　　　　　　　　　　　　　　　　　道路、 トンネル、 橋梁、 上下水道、 学校、 病院、 庁舎等の老朽化が進み、 大

　　　　　　　　　　　　　　　　　地震のリスクもあり更新時期にきており、 国民の負担が当然のこととしてますます

　　　　　　　　　　　　　　　　　増えそうです。

　このような社会情勢の中、 母校、 千葉商科大学は社会ニーズ （介護支援、 情報システムの構築やサービ

スの提供、 多様な福祉サービスの連携と補完） に応えるため、 「人の幸せを願う優しい気持」 と 「確かなビ

ジネスの力」 を兼ね備えた人材を育成する学部を平成 26 年 4 月に開設 （予定） し、 新しい取り組みをして

おります。 未来永劫、 既存 3 学部とともに応援しましょう。

　平成 25 年 3 月 21 日 （木）、 学部学位記授与式に引き続き、 体育館アリーナにて、 本学で初となる同窓会

新会員歓迎式を執り行いました。

　歓迎式では同窓会を代表して加瀬正裕同窓会帳、 勝田啓示支部長会会長から歓迎の挨拶がありました。

　また、 各学部学科より 2 名計 10 名が年度幹事として選任され、 代表して政策情報学部の村越友美さんか

ら決意表明がありました。

＜加瀬正裕同窓会長＞

　同窓会としましては、 これから皆さんがそれぞれの道で生活するにあたり、

母校と共に歩む同窓会、 寄り合える同窓会、 そして卒業生であってほしいと

願うところであります。

＜勝田啓示支部長会会長＞

　商大卒というだけで世代を超え気軽に誰とでも話ができる。 これが同窓会

の良さです。 同窓会で人脈を拡げそれを活かしていくことも大切なことです。

皆さん同窓会に参加しましょう、 全国 31 支部がお待ちしております。

＜村越友美さん＞

　全国で活躍されている先輩方の存在をとても心強く思っております。 私たち

が平成 24 年度卒業生の幹事として同期の皆様と同窓会、 さらには母校を繋

ぐ役割を果たしていきたいと思います。

千葉商科大学同窓会会長　加瀬　正裕

ー新会員歓迎式および卒業祝賀会開催ー

11 月 2 日（土）～ 4日（月・祝）

11 月 4 日（月・祝）

第 5回ホームカミングデー

※瑞穂祭期間中、本館 1階にて「懐かしき想い出工房」（展示）も実施！

同窓会

第 44 回定期総会・懇親会（詳細案内は同封の別紙による）



事業計画（案） 収支計算書（決算見込書）

◇第 129 回常任幹事会開催 （平成 25 年 1 月 26 日 （土） 於 ： 本学図書館 5 階国際会議場）

加瀬正裕会長挨拶 （要旨） …母校に寄り合い、 信頼される同窓会をテーマに事業を推進してまいります。

議　事…各種委員会の活動計画、 幹事会のあり方、 支部長会からの要望事項の回答 （維持会費増収策 ・ 受験生増加策）

◇常任幹事代表者会議

　第 44 期定期総会 ・ 第 5 回ホームカミングデー ・ 第 44 期事業方針について

◇各種委員会状況 （直近開催）

　総務委員会…同窓会名簿の見直しについて （平成 25 年 6 月 15 日 （土））

　事業委員会…同窓会交流会 ・ 第 44 期定期総会について （平成 25 年 8 月 31 日 （土））

　財務委員会…第 44 期予算編成について （平成 25 年 8 月 24 日 （土））

　組織委員会…平成 20 年代卒業年度幹事との意見交換会他 （平成 25 年 8 月 3 日 （土））

　広報 ・ IT 委員会…きずなニューズレター ・ 想い出工房について （平成 25 年 7 月 27 日 （土））

◇支部長会より

　平成 25 年 9 月 7 日 （土）、 母校瑞穂会館にて第 12 回支部長会開催。 新任支部長紹介があった。

　　　岩手県支部　　佐々木謙蔵 （昭 43 経済卒）　　福島県支部　　鈴木　修策 （昭 39 商卒）　　　埼玉県支部　　大沼　四郎 （昭 41 年商卒）

　　　静岡県支部　　松﨑　峻 （昭 43 経済卒）　　　　愛媛県支部　　船草　進 （昭 43 経済卒）

◇第 4 回同窓会交流会

　事業委員会主管の 「同窓会交流会」、 平成 25 年 9 月 8 日 （日）、 今年は母校 「瑞穂会館」 で若い世代を中心に選ばれた学生も加わり、 和や

かに開催された。 交流が深まり、 若手の今後の同窓会への積極参加が期待されます。

◇維持会費納入のお願い

　同窓会は維持会費 （年会費） によって運営されております。 納入いただいた方々を対象に、 「きずな」 本誌を年 3 回お送りしております。 同窓

会の充実 ・ 発展のため、 今後とも、 維持会費 （年会費） の納入にご協力賜りますようお願い申し上げます。 （同窓会正副会長 ・ 財務委員会）

◇編集後記

　本誌はダイジェスト版であり一部の情報の伝達にとどまっております。 事業計画 ・ 決算報告はじめ記事詳細 ・ 大学情報はすべて本誌 「きずな」

に掲載網羅されております。 是非ご覧いただきたく存じます。 定期総会でお待ちしております。    　　　（広報 ・ IT 委員会）

同窓会本部からの報告

第４４期　事業計画 （案）

自　平成２５年１０月１日　　至　平成２６年９月３０日

　母校に寄り合い、 母校に寄り添う、

    　信頼される同窓会　

　母校に寄り合い、 母校に寄り添い、

   　　母校と共に歩む同窓会　

　　□　若手会員の活動参加拡充と現役学生との

　　　交流促進を図る。

　　□　年会費 （同窓会維持会費） 納入促進と

　　　篤志受入の明確化による活動費の明確化に

　　　努める。

　　□　組織の育成、 拡充と深化を図るとともに、

　　　組織のもつ力量を学生支援等に連動するよう

　　　努める。

　　□　学生支援の一環として、 就職サポートの

　　　一翼を担うべく既存組織との連携を図り、

　　　実効性を追求する。

　第４３期　収支計算書

（決算見込書）

　自　平成２４年１０月１日　　至　平成２５年９月３０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（単位 ： 千円）

　　入会金収入

　　華甲会費収入

　　維持会費収入

　　総会費収入

　　寄付金収入

　　広告料収入

　　受取利息収入

　　前年度繰越金

　　収入の部合計

　

　　定期総会等会議費

　　講演会費

　　人件費

　　印刷費

　　通信費

　　消耗品費

　　賃借料

　　旅費交通費

　　支部助成費等

　　団体活動助成費

　　同期会結成助成費

　　委託費

　　学生援助費

　　学生会員助成費

　　雑費

　　同窓会基金への繰入支出

　　奨学基金への繰入支出

　　新会員歓迎費　

　　次年度繰越金

　　支出の部合計
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